
令和 7 年度第 5 回運営推進会議会議録 

 

                                                    グループホームたかしずの森 

                                                開催日：令和 7 年 12 月 24 日（水） 

                                                時 刻：14:00～15:00 

                                                  場 所：新館２階談話室 

 

◎出席者  8 名 

  （事務局）      施設長  介護主任 

  （利用者代表）         本館代表：T 新館代表：O 

  （利用者家族代表）   代表：I 

  （地域住民代表）       高清水町内会長 S  民生委員 （欠席） 

  （十和田市東地域包括支援センター）O 

（知見を有するもの）  グループホーム八甲荘 東一番 N       

 

◎議事録 

施設長挨拶：12月の忙しい時期に、さらにクリスマスイブという日に集まっていただきあ

りがとうございます。先日は地震があり大きな被害なく終わりました。一応

当施設では発電機や非常灯の準備、3日分程度の食料品の保存をしておりま

す。冬場の地震は寒さ対策が必須と思っておりますので、新しく火力の強い

ストーブも購入しました。これを機会に、今一度防災対策をしていきたいと

思っております。 

  介護主任：資料に沿って「グループホームのサービス提供の状況について」説明する。        

     入退所の状況を説明、10 月下旬に 1 名骨折で入院されていた方が退所、11 月

初旬に 1名入所となっております。退所された方は骨折が原因で退所ではなく

もともと嚥下状態が悪く、入院中も食事がとれない状態であるとのことだった

ので当施設では対応不可となり退院後は対応できる他の施設へ移っていただ

きました。さらに 11 月下旬に特別養護老人ホーム雙葉苑へ施設替えのため女

性が退所、12月 13日に女性 1名入居となっており満床となっております。 

     男女比率は変わりありません。 

     外泊状況ですが、世間ではインフルエンザ感染症が蔓延している状況のため今

月初めにご家族様には外出・外泊制限の案内を出しております。 

     今のところ職員、利用者ともに感染症にかかることなく過ごしております。 

     面会は禁止しておらず今まで通り居室内での面会許可を出しております。 

次にマトリックス表をみていただきますと、退所者と入所者、介護認定更新な

どによりほぼ前回と同じ推移の要介護度となっております。 



     職員状況ですが 11月に夜勤専従パート 1名、12月より夜勤専従正職員を採用

しました。6月に退職した夜勤専従職員の分を管理者と介護主任で回しており

ましたが、今回の採用により職員が充足されました。 

     

 

S：利用者の通院状況をみると精神科の受診が 16 名あるが皆どのような理由で精神科にか

かっているのか。  

介護主任：やはり皆さん認知症がありますので、認知症の状態報告ための受診となっており

ます。認知症だけではなく、うつ病等のもともとの精神疾患もある方もいらっしゃ

いますが、個々に異なります。逆に利用者 18 名中 2 名は精神科には通院していま

せんが、それは主治医がまだその段階ではないと判断してるため通っていない方

と、もう一名は寝たきりの状態であるためもう認知症薬は必要ないと判断し通院

しておりません。  

S：： マトリックス表をみると割と介護度が軽い方が多い。介護度が上がらないように様々

なレクリエーション等をしたいただきたい。 

 

介護主任：行事実施記録ですが感染症予防対策と冬場ということもあり外出行事はおこな

っておりません。先日 22 日にクリスマス会をおこないました。毎年おはなしら

ららんどという慰問団体にお願いして、歌や踊り体操等披露していただき利用

者も大変喜んでいました。 

 

     続いて昼間火災訓練の実施報告をします。11/27 に昼間火災訓練を行いました。

日中は夜間と違い職員の人数がいるため比較的早いタイムで避難誘導すること

ができましたが、反省点として初期消火を忘れたことと、職員が多数いることで

逃げ遅れの確認に手間取った。次回はその対策をしなければならないと思って

います。 

S：逃げ遅れの確認対策としてはどういうふうにしていこうと思っているのか 

介護主任：誘導職員同士の声がけしか今のところ思いつかばない。八甲荘さんはどうされて

いますか？ 

N：：うででは各居室ドアに名前が書いたプレートがありそれを誘導した人から抜いていくこ

とで確認をしている。 

介護主任：それはいいアイディアですね、ぜひうででも検討したいと思います。 

 

     次に今月初めに起こった地震時の対応について当日の夜勤者からの質問があっ

たため、手順として用紙にまとめ職員に配りました。基本は自分の身の安全の確

保をしてから利用者の避難誘導であるということを記しました。 



S：対応をこのようにまとめてくれるとわかりやすく大変良いと思う。 

 

介護主任：次に令和 8 年度の運営推進会議の予定表を組みましたのでご確認お願いします。 

 

施設長：最後になにかありますか？ 

 

S：：  施設長はこども食堂等地域で活躍されておりますが、ぜひその活動力を施設でも発

揮していただきたい。やはり本業はこでらであるのだから、今までは会長がやっ

ていてくれたことも引き継いでいかなければいけない立場である。利用者のレ

クリエーション等も考えて、介護度が落でないようにするような努力をしてい

ただきたい。 

施設長：検討していきたいと思います。 

介護主任：一応毎日とはいいませんが何かしらのレクリエーションはやっております。 

S：：それを運営推進会議で知らせてほしい。毎回同じ内容ではなくそういうことが知りたい。 

介護主任：わかりました。では次回はそのようにしたいと思います。 

I：例えば、アルバムを提示されているが量が多くて見づらい。今月の催し物はこんなこと

をしましたという写真付きの内容があったほうがわかりやすいと思う。 

介護主任：検討したいと思います。 

 

施設長：その他質問等ないようなので今回は以上とさせていただきます。 

次回開催は令和 8 年 2 月 18 日(水)１４時となっておりますのでよろしくお願い申

しあげます。 

 

                                                                         以 上 

 

 

 

 

 


